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（１）契約受託者 国立大学法人 信州大学
（２）研究題目 安曇野市水循環の可視化に資する研究業務
（３）研究担当者 国立大学法人 信州大学 工学部 中屋眞司教授
（４）研究期間 平成27（2015）年11月９日から平成28（2016）年10月31日まで
（５）研究概要 安曇野市水環境基本計画の策定に当たって、実現性・具現性の高

い計画となるよう議論を進めるための調査・評価・解析・検討を
行う。当研究に至るまでの経過は下図のとおり。

１ 水循環可視化研究に係る概要

（１）降水特性
山地は盆地の倍ほどの降水があり、地下水を育む降水の多くは、山地から河川
を流下してくる盆地以外の水である。

（２）地下水形成の特性
河川伏没（0.79億㎥/年）、水田涵養（0.79億㎥/年）、土地浸透（0.52億㎥/
年）の３つの経路で地下水となる。

（３）地下水流動実態
地下水の流動経路の可視化を行い、その俯瞰図を作成。

（４）地下水揚水実態
安曇野市の地下水条例に基づく届出や、各種統計調査から安曇野市及び松本盆
地の地下水揚水量の経年変化を図化。

（５）三川合流部地下水湧出実態
三川合流部での湧出量が5.84億㎥/年と推定される。

２ 成 果

「２ 成果」は水環境基本計画に反映され、また、これらの成果
を踏まえ、以下のとおり計画の柱ともなる重要な指標が提案され
た。

（１）計画上の閾値の提案
市内の揚水総量を適正に保ち、水収支バランスを安定させる
ために、年間地下水揚水量に関して閾値を設けることが提案
される。
この閾値は、三川合流部の湧水を利用したわさび栽培に影響
を及ぼさない値（地下水位低下１ｃｍ未満）とされた。

●閾値➡4,300万㎥/年未満

（２）計画上の涵養に係る目標量の提案
「地下から取った水は、取った分だけ地下に還す」を基本的
な行動規範とすることから、人為的な涵養の取組量が目標値
として提案される。この目標量は、各種の涵養に係る事業を
実施した場合に低位、中位、高位という３つの達成水準から
中位とされる達成水準を基準として導出されたものである。

●令和８（2026）年度の人為的な地下水涵養量➡300万㎥/年

３ 成果の計画への反映
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